
担

がζの
誌を
乗り切
れ
ば、
中国は

反
文
革、
脱
文
訟の
方
向へ
向かう
こ

白川叩

とに
なろうy
も
し
そう
なる
と
すれ

年

t
ば、
邸小
平の
復
帰の
可
能
性、
さ

no7

らに
は
ソ
述に
お
ける
ス
ター
リン

QUh山
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批
判の
よ
う
に、
毛
沢
東
批
判の
起

刊
一
中国の
権力
構造の
中で
党主
席
流を
打
倒し
た
と
いえ
るの
で
は
な
い

海
橋氏の
首
相昇
格が
有力との
見
方
とる
ζ
と
も
あ
り
うるか
も
し
れ
な

w
一は、
党、
政、
警官統
括する
絶
対的
か。
文
誕
派は
やは
り
毛沢
東
あっ
て
が
流れた
が、
その
線は
な
さ
そう
い。

畑一
な
地位で
あ
り、

毛沢
東主
席の
死
去
の
文革
派
だっ
た
と
い
うこ
と
だ
ろ
だ。
そう
だ
と
すると、
当分の
間
撃

対
外
的に
は、
人ソ
渓は、
ζれ
そ
機

E
－その
もの
が
必
然的に
陵僚をもた
ら
う。

氏
が
首
相
兼
務とい
うこと
も
考え
ら
に
いっ
そ
う対
中工
作を
活
発に
する

」「母
さ
ざる
を
得ない
状
況だっ
た。
その

クー
デ
ター
禾
迷のニュ
ース
は
百
れる
が、
それで
は’
n
毛
沢
東u
と
だ
ろ
う。
し
か
し、
だ
から
といっ
て

曜版
な
かで、
挙国
鋒
氏
は
二
月
首
相
代行
パ
ー
セン
トは
信
じ
ら
れ
ない
が、
ク
ρ
周恩
来M”
を
兼
ねるこ
と
に
な
り、

中
国が
すぐに
ソ
昏の
方に
向
くこ
と

陪
に、
四
月に
第一
副主
席と
なっ
て
き

1デタ1
意
中国の
外部
世
界で
流
とれ
も
震には
続
ける
こ
と
はU
ず
は
な
か
るつ。
一
方、
今い
ち
ば
ん
戸

た
と
は
い
え、
長い
政
治
的な
キャ
リー
さ
れてい
る
時
に
華
氏の
主
席
就任
が
か
しい。
そζで
李
先
念
副
首
相の
首
惑っ
て
い
るの
が
アメ
リカ
だ。
ど
ち

アと
い
う
よ
り、
中
国の
文革
派と
突
発
表
さ
れた
ζと
は、
クー
デ
ター
説
相
昇
格の線
が
出て
くるが、
奈
先
念
ら
か
とい
え
ば
毛沢
東
路
線
を
評価し

務
派の
路
線
闘
争のn
妥協の
産
物M
を
間
援的に
確
認し
た
と
も
考えら
れ
氏は
実
務
派の
長
老で
あ
り、
人
望
も
てい
た
だ
けに、
ソ
連との
関係
か
Rり

とし
て
浮
か
び
上
がって
き
た
わけ
る。
な
る
よ
うに
なっ
た
と
い
う
こ
と
あっ
て
有力と
い
だよ
う。

危
機感
を
も
っている。
わ
が
国は、
一

だ。
ζれ
は、
文革
派に
は
やは
り
そ
だろ
う
が、
それに
し
て
も一一
態は
余

クー
デ
ター
説
が
もし
本
当
なら
か
との
際、
状
況を
じっ
くり
みるζ
と一

れ
を
支え
る
社
会的基
盤が
なかっ
た
りに
も
衝
撃
的だ。

な
りの
事
態だ
し、
一
方
では
反
作
用
が
よいの
で
は
ない
か。

一

ζ
と
を
裏付
ける
もの
だQ
一
方、‘

撃

とんとの
体制は
も
う
少し
様子
を
か起
きない
よ
う
な
手が
打たれて
い

（東
京外語
大助
教
授・
談）一

回
鋒氏は
実務
派と
連
合
して、
文
革
みない
と
何と
もい
えな
い。
一
時
張
た
とい
うこ
とに
な
ろ
う。
華同
鋒
氏
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